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様式第1号(表面)(第17条関係) 

小児慢性特定疾病医療費支給認定申請書(新規・変更・転入・更新) 

(※1)    

受

診

者 

フリガナ   

年
齢 歳 

 

生 年 月 日 

氏 名 
  

年 月 日  
個人番号   

フリガナ   
電話

番号 

  

住 所 (〒   ―   ) 

加入医療保険 

被保険者氏名 
  受診者との 

続柄 

  

保険種別 協会・共済・健組・国組・市町村国保・生保・その他 
被保険者証の

記 号・番 号 

  

被保険者証 

発行機関名 

  

申
請
者(

保
護
者) 

フリガナ   
 受診者

との

関係  

  

氏 名 
  

個人番号   

フリガナ   
電話番号

(※2) 

  

住 所 

(※2) 

(〒   ―   ) 

 自己負担上限額  

の特例 

(該当するものに ) 

□ 人 工 呼 吸 器 等 装 着(※3) □ 高 額 か つ 長 期(※5) 

□ 重 症 患 者 認 定(※4) 
  

今回申請する受診者と同じ世帯内に

いる指定難病若しくは小児慢性特定

疾病の医療費助成を受けている者又

は申請中の者 

   (氏 名：             ) 

 有 (受給者番号：             ) ・ 無 

   小児慢性特定疾病    ・   指定難病 

成長ホルモン治療の有無 

(該当する場合は ) 

□ 

疾病名   

 受診を希望する  

指定医療機関 

(薬局及び訪問看護

事業者を含む。) 

医 療 機 関 名 所在地・電話番号 

    

受給者番号 

(※6) 

  

小児慢性特定疾病医療

費の支給を開始するこ

とが適当と考えられる

年月日（※7） 

 

 
 

年  月  日 

【左記の欄が申請日から1か月以上前の年月日となっている理由】 

□ 医療意見書の受領に時間を要したため 

□ 症状の悪化により、申請書類の準備や提出に時間を要したため 

□ 大規模災害に被災したこと等により、申請書類の提出に時間を要したため 

□ その他 

 

上記のとおり、小児慢性特定疾病医療費の支給を申請します。 

   申請者氏名 

             年  月  日 

 福 岡 県 知 事 殿 

※1 新規・変更・転入・更新のいずれかに○をすること。 

※2 受診者本人と異なる場合に記入すること。 

※3 別紙1(小児慢性特定疾病医療意見書別紙)を添付すること。 

※4 別紙1(小児慢性特定疾病医療意見書別紙)及び別紙2(重症患者認定申告書)を添付すること。 

※5 更新又は変更の方で、申請日の属する月以前の12か月の間に、月ごとの医療費総額が5万円を超えた月が年6回以上ある場合に記 

入すること(小児慢性特定疾病医療費支給認定を受けた疾病の医療費に限る。)。 

※6 更新又は変更の方のみ記入すること。 

※7 支給開始日は、指定医が「疾病の状態の程度」を満たしていると診断した日まで遡ることが可能（ただし、遡れるのは申請日から

1か月前（やむを得ない理由により申請が行えなかった場合は最長3か月前）の同じ日まで）。そのため、申請日にかかわらず、医療

意見書に記載された診断年月日等、医療費の支給を開始することが適当と考えられる年月日を記載すること。また、更新の場合は、

原則記入不要。  
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様式第1号(第2条関係)                                                （表面） 

特定医療費(指定難病)支給認定申請書 
(新規・更新・変更・転入) 

該当するものに○(※1) 

フリガナ   

年齢 

歳 

生年

月日 

明・大・昭・平・令 

 

年   月   日 
氏 名 

  

フリガナ   
電話番号 ―    ― 

住 所 
〒 

 加入医療

保険 

被保険者氏名 
者診受  

との続柄 

  

保 険 種 別 
(該当するも
のに○) 

国保(一般・退職・組合)・後期高齢・健保協会・健保組合・共済・生保・その他(     ) 

被 保 険 者 証

発 行 機 関 名 

  
被保険者証の

記 号 ・ 番 号 

  

受給者番号 

(新規の場合

は記載不要) 

              

病 名 

  

フリガナ   

生年

月日 

明・大・昭・平・令 

 

 

年 月 日 

 受診者

との関係 

  

氏 名 

  

フリガナ   

電話番号 ―    ― 
住 所 

〒   □住所、電話番号は受診者と同じため省略(該当する場合は ) 

自己負担上限額の特例 

(該当するものに ) 
□人工呼吸器等装着(※2) □高額かつ長期(※3) □軽症高額該当(※4) 

今回申請する受診者と同じ世帯内にいる指定難病もしくは小児慢

性特定疾病の医療費助成を受けている者又は申請中の者(有無に

○、有の場合難病・小児の別、氏名・受給者番号を記入) 

難病 

・ 

小児 

(氏名                    ) 

 

(受給者番号                 ) 

受診を希

望する 

指定医療

機関等 

(※5) 

 

□裏面あり 

該当す

るもの

に  

□現在の受給者証に記載されている指定医療機関等に変更なし →以下の欄は記入不要です。 

□指定医療機関等を新たに申請 →以下の欄に記入してください(欄が不足する場合は裏面に記入)。 

 地在所 )む含を者業事護看問訪び及局薬(称名等関機療医定指

    

支給認定基準世帯員(※6)(受診者と同じ医療保険に加入する者〔同居、別居は問わず〕。受診者本人については記入不要。) 

 →この欄に記入した方の個人番号(マイナンバー)等も別紙1「個人番号記載票」に記入してください。 

①世帯員 

(フリガナ) 

氏名 

  
受診者と

の続柄 

  ②世帯員 

(フリガナ) 

氏名 

  
受診者と

の続柄 

  

    

③世帯員 

(フリガナ) 

氏名 

  
受診者と

の続柄 

  ④世帯員 

(フリガナ) 

氏名 

  
受診者と

の続柄 

  

    

⑤世帯員 

(フリガナ) 

氏名 

  
受診者と

の続柄 

  ⑥世帯員 

(フリガナ) 

氏名 

  
受診者と

の続柄 

  

    

特定医療費の支給を開

始することが適当と考

えられる年月日（※7） 

 年 月 日 

【左記の欄が申請日から１か月以上前の年月日となっている理由】 

□臨床調査個人票の受領に時間を要したため 

□症状の悪化等により、申請書類の準備や提出に時間を要したため 

□大規模災害に被災したこと等により、申請書類の提出に時間を要したため 

□その他 

 私は、上記のとおり、特定医療費の支給を申請します。 

  申請者氏名 

年   月   日    福 岡 県 知 事 殿         

窓口確認欄 

★裏面の注意事項を参照の上、ご記入ください。また別紙1「個人番号記載票」もご記入をお願いします。 

★臨床調査個人票の研究等への利用についての同意をされる方は、別添「研究利用に関するご説明」をご確認いただき、裏面に署名を 

お願いします。 
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  (裏面) 

(注意事項) 

※1 変更は、指定医療機関、自己負担上限額(階層区分・人工呼吸器等装着・高額かつ長期)、指定難病の名称の変更については本様

式を使用し、それ以外の変更は様式第4号特定医療費(指定難病)受給者証等記載事項変更届に記入し届出すること。また、変更が

保護者や支給認定基準世帯員の変更以外の場合、別紙1「個人番号記載票」の提出は不要。 

※2 人工呼吸器等装着とは、継続して常時生命維持管理装置を装着する必要があり、かつ、日常生活動作が著しく制限される者であ

り、人工呼吸器を装着している者について、継続して常時とは、一日中施行することが必要であって離脱の可能性がないことを

いう。 

※3 申請日の属する月以前の12か月の間(支給認定を受けた月以後のものに限る。)に、上記の難病に関する月ごとの医療費総額が

50,000円を超える月が6か月以上ある場合に記入すること(申請にあたっては医療費申告書及び領収書等医療費が確認できるもの

が別途必要)。 

※4 病状の程度が厚生労働大臣の定める程度ではないが、申請日の属する月以前の12か月の間に、上記の難病に関する月ごとの医療

費総額が33,330円を超える月が3か月以上ある場合に記入すること(申請にあたっては医療費申告書及び領収書等医療費が確認で

きるものが別途必要)。 

※5 受診予定の指定医療機関、薬局、訪問看護事業者を記載すること(申請日からその医療機関等を利用できる。記載していない指定

医療機関等は医療費助成の対象にならない)。医療機関等は都道府県から難病の患者に対する医療等に関する法律の指定を受けた

「指定医療機関」であること(指定の状況については、所在地の都道府県のホームページを参照するか、受付窓口、医療機関等に

問い合わせること)。なお、受給者証に記載されている指定医療機関を削除したい場合、削除したい医療機関を記載して、朱書き

で削除と記載すること(削除した指定医療機関は公費負担の対象から外れるため、削除は慎重に行うこと)。 

表面の欄が不足する場合のみ記入してください。 

受診を希

望する 

指定医療

機関等 

(※5) 

指定医療機関等名称(薬局及び訪問看護事業者を含む) 所 在 地 

    

 

※6 支給認定基準世帯員については以下のとおり 

受診者が加入している医療保険 支給認定基準世帯員 

国民健康保険(国保一般、退職国保) 受診者と住民票上同一世帯で国保に加入している方全員 

国民健康保険組合(国保組合) 受診者と同じ国保組合に加入している方全員 

後期高齢者医療制度(後期高齢) 受診者と住民票上同一世帯で後期高齢に加入している方全員 

被用者保険〔全国健康保険協

会(健保協会)、健康保険組合

(健保組合)、共済組合(共済)、

船員保険など〕 

受診者が被保険

者本人 
患者本人のみ 

受診者以外が被

保険者 

被保険者の市町村民税が課税の場合   →被保険者のみ 

被保険者の市町村民税が非課税の場合  →被保険者及び受診者 

 

※7 特定医療費の支給開始日は、指定医が重症度分類を満たしていると診断した日又は軽症高額の基準を満たした日の翌日まで遡る

ことが可能（ただし、遡れるのは申請日から１か月前（やむを得ない理由により申請が行えなかった場合は最長３か月前）の同

じ日まで）。そのため、申請日にかかわらず、臨床調査個人票に記載された診断年月日等、特定医療費の支給を開始することが

適当と考えられる年月日を記載すること。また、更新の場合は、原則記入不要。 

 

＜臨床調査個人票の研究等への利用についての同意をされる方は、別添「研究利用に関するご説明」をご確認いただき、以下に署名を

お願いします。＞ 

 私は、指定難病の研究を推進するため、提出した臨床調査個人票が、別添「研究利用に関するご説明」のとおり、指定難病の治療

研究等、指定難病に係る研究及び政策を立案するための基礎資料として利用されることを同意します。 

  受診者氏名  

  申請者氏名 
(患者が未成年又は成年被後見人等の理由により、受診者
に代わって申請者が同意する場合に記入してください) 

        年   月   日   厚 生 労 働 大 臣 殿 
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す
る
規
則　
　
　
　

　

福
岡
県
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則
（
平
成
九
年
福
岡
県
規
則
第
七
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

福
岡
県
特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則

　

第
一
条
中
「
第
二
十
条
の
二
第
十
四
項
、
」
及
び
「
並
び
に
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
四
項
」
を
削

る
。

　

第
二
条
の
見
出
し
中
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
を
「
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
の
二
第
十
四
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
第
二
十
四
項
」
を
「
第
二
十

五
条
の
四
第
二
項
」
に
、
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
を
「
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
限
る
」
を
「
限
り
、
施
行
地
区
内
の
土
地
に
係
る
所
有
権
又
は
借
地

権
を
共
有
す
る
こ
と
と
な
る
者
の
同
意
書
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
当
該
共
有
に
対
し
同
意
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
土
地
」
を
「
土
地
及
び
建
物
」
に

改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
本
事
業
」
を
「
本
事
業
の
施
行
地
区
」

に
、
「
に
基
づ
く
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
集
約
都
市
開
発
事
業
」
を
「
の
区
域
内
」
に
、
「

第
二
項
各
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
、
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
集
約
都
市
開
発
事
業
計
画
」
を
「

同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
集
約
都
市
開
発
事
業
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

　

第
三
条
を
削
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
様
式
第
三
号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

　

第
五
条
中
「
、
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
を
削
り
、
「
第
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
、
第
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項
又
は
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
又
は
第
三
条
第
二
項

」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　

第
六
条
の
見
出
し
中
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
等
」
を
「
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
に

改
め
、
同
条
中
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
特
定
の
民
間
再

開
発
事
業
認
定
に
あ
っ
て
は
」
及
び
「
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第

四
項
第
十
二
号
の
規
定
、
特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定
に
あ
っ
て
は
同
法
」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら
の
」

を
「
こ
の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

　

第
七
条
第
二
号
中
「
第
三
十
七
条
の
五
第
五
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
五
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条

を
第
六
条
と
す
る
。

　

第
八
条
中
「
、
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
」
及
び
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
済
証
（
様

式
第
四
号
）
、
」
を
削
り
、
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」
に
、
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式

第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

　

第
九
条
中
「
第
六
条
又
は
第
七
条
」
を
「
第
五
条
又
は
第
六
条
」
に
、
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式

第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

　

第
十
条
中
「
特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定
申
請
書
、
」
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
を
削
る
。

　

様
式
第
二
号
中
「
（第

３
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
）
備
考
７

中
「第

25条
の
４
第
２
項
第
２
号

」
を
「第

25条
の
４
第
２
項
第
３
号
イ
か
ら
ハ
ま
で

」
に
、
「当

該

区
域

」
を
「同

号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
域

」
に
、
「こ

れ
ら
の
号
中

」
を
「同

号
イ
か
ら
ハ
ま

で
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
一
号
と
す
る
。

　

様
式
第
三
号
中
「
（第

４
条
関
係

）
」
を
「
（第

３
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
号

と
す
る
。

　

様
式
第
四
号
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
中
「
（第

８
条
関
係

）
」
を
「
（第

７
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号

と
す
る
。

　

様
式
第
六
号
中
「
（第

８
条
関
係

）
」
を
「
（第

７
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
号
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と
す
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「
（第

９
条
関
係

）
」
を
「
（第

８
条
関
係

）
」
に
、

「  特
定
の
民
間
再
開
発
事
業
認
定

  　
　

「  特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定

　

  特
定
民
間
再
開
発
事
業
認
定

  　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
、
「福

岡
県
特
定

　

  地
区
外
転
出
事
情
認
定

  

」　
　

  地
区
外
転
出
事
情
認
定

  

」

の
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事
務
処
理
規
則
第
９
条

」
を
「福

岡
県
特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
認
定
事

務
処
理
規
則
第
８
条

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
五
号
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

福
岡
県
優
良
宅
地
及
び
優
良
住
宅
認
定
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
優
良
宅
地
及
び
優
良
住
宅
認
定
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
優
良
宅
地
及
び
優
良
住
宅
認
定
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
三
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
及
び
第
六
号
並
び
に
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
三
項

第
五
号
イ
及
び
第
六
号
」
を
「
並
び
に
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
又
は
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
三
項
第
五
号
イ
」
を

「
又
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
五
号
イ
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
中
「
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
又
は
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
三
項
第
六
号

」
を
「
又
は
第
六
十
三
条
第
三
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。




